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こ
れ
か
ら
の
介
護
保
険
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
〇
年
に
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
て
十
年
が
経
過
し
、
我
が
国
で
の
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
は
一
段
と
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
に
お
け
る
介
護
保
険
事
業
に
従
事
す
る
介
護
職
員
数
は
約
百
二
十

四
万
人
で
あ
る
が
、
社
会
保
障
国
民
会
議
の
推
計
に
よ
る
と
二
〇
二
五
年
に
は
約
二
百
十
二
万
〜
二
百
五
十
五
万
人
が
必
要
で

あ
り
、
二
〇
〇
七
年
に
一
・
九
％
だ
っ
た
労
働
人
口
に
占
め
る
介
護
職
の
割
合
は
、
三
・
三
％
に
も
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

自
公
政
権
時
、
厚
生
労
働
省
が
二
〇
〇
七
年
に
福
祉
人
材
の
確
保
に
向
け
た
指
針
を
公
表
し
、
介
護
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
が

総
合
的
に
推
進
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
は
介
護
報
酬
が
初
め
て
の
プ
ラ
ス
改
定
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
四
月
の
追
加
経
済
対

策
に
よ
り
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
事
業
者
に
対
す
る
介
護
報
酬
と
は
別
途
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
介
護
職
員
処

遇
改
善
交
付
金
を
支
給
す
る
な
ど
の
手
当
を
行
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

こ
れ
か
ら
の
介
護
保
険
事
業
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
我
が
自
由
民
主
党
の
平
成
二
十
二
年
綱
領
に
も
謳
っ
て
い
る
「
自

助
」
「
互
助
」
「
共
助
」
「
公
助
」
の
シ
ス
テ
ム
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能
さ
せ
、
介
護
職
の
質
と
量
を
と
も
に
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
な
介
護
職
の
質
と
量
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
、
鳩
山
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

民
主
党
が
昨
年
の
自
公
政
権
時
に
お
け
る
第
一
七
一
回
国
会
に
提
出
し
た
「
介
護
労
働
者
の
人
材
確
保
に
関
す
る
特
別
措

置
法
案
」
で
は
「
加
算
介
護
報
酬
」
を
給
付
す
る
と
し
て
い
た
。
介
護
報
酬
で
あ
る
以
上
、
事
業
者
に
対
し
て
使
途
を
制
限

で
き
な
い
こ
と
等
か
ら
、
必
ず
し
も
賃
金
が
引
き
上
が
る
と
は
限
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
鳩
山
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

今
後
の
「
介
護
保
険
」
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
ま
た
そ
れ
に
基
づ
く
介
護
職
の
役
割
に
つ
い
て
、
鳩
山
内
閣
の
方
針
如

何
。

四

厚
生
労
働
省
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
研
究
会
」
が
先
月
二
十
六
日
に
公
表
し
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
二
〇
二
五
年
に
目
指
す

べ
き
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
や
人
材
の
あ
り
方
な
ど
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
が
、
政
治
主
導
に
よ
る
鳩
山
内
閣
と
し
て
同
研
究

会
が
示
し
た
年
次
で
実
現
で
き
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


